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広報（2） No.895 令和７年（２０２5年）６月１日

　犯罪の抑止および犯罪の記録を目的に、継続的に撮影する録
画機能付き家庭用防犯カメラの設置費用などの一部を補助金と
して交付します。�

　家庭におけるエネルギー費用負担を軽減するため、省エネ性
能の高いエアコン、冷蔵庫へ買い換える方へ、補助金を交付し
ます。�

物価高騰対策に伴う補助事業
　交付には要件がありますので、詳しくは、市ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

次のすべてに該当する方

防犯カメラ設置推進事業補助金 省エネ家電買換促進事業補助金

地域の水害リスクを確認しよう

　台風や集中豪雨などにより、河川が氾
はん

濫
らん

した際の水害リスクを
確認しましょう。
�

避難情報の取得方法�
　避難情報は、次の方法などで取得できます。複数の手段を併用
してご活用ください。

防災行政無線、やしお８４０メール、市ホームページ、市公式
SNS、Yahoo！防災速報、テレビやラジオなど
※防災行政無線およびやしお８４０メール、市公式SNSについ
ては12面の2次元コードなどから確認できます。

まるごとまちごとハザードマップ�
　まるごとまちごとハザードマップとは、市全体をまるごとハザ
ードマップに見立て、河川が氾濫した際に想定される浸水の深さ
を電柱などに表示し、普
段から、市民の皆さんに
水害リスクを知っていた
だくための取り組みです。
電柱には「想定浸水深表
示看板」を、金融機関や
大型スーパー、コンビニ
エンスストアなどには
「想定浸水深表示ステッ
カー」を設置しています。 想定浸水深表示

ステッカー
想定浸水深表示看板

　水害発生時は、急な判断や行動を求められる
場面が想定されます。ご自身や家族の命を守る
ために各家庭で水害発生時に備え、取るべき行
動などを整理した防災計画を準備しておきま
しょう。

問危機管理防災課☎線８０４

問交通防犯課☎線２８８ 問環境リサイクル課☎線３３８

　市内に戸建住宅を所有し、居住している方で、６月１日以降に
新品の家庭用防犯カメラを購入し、設置した方

対象者

　６月２日から令和８年１月３０日までに、申請書などを交通防犯課
窓口へ

申請期間

２００件（申込順）
定員

・申請書（交通防犯課または市ホームページで入手）
・本人確認書類
・補助金振込先口座がわかるもの（通帳、キャッシュカード）
・領収書の写し
・防犯カメラを設置したことが分かる写真など
・パンフレットまたは取扱説明書など防犯カメラの仕様がわか
るもの

必要書類

　防犯カメラの購入費用とその設置工事費および「防犯カメラ
録画中」などの表示板の費用合計の２分の１（１，０００円未満は切
り捨て、上限２万円）※工事費用のみの申請は不可。

補助金額

対象者
・市内に住所を有し、居住している住宅の既存の家電を、６月１０
日以降に市内協力店舗で本体価格が１０万円以上の補助対象機器
（エアコン、冷蔵庫）に買い換えの目的で購入および設置した方
・市税などを滞納していない方
・補助金交付申請時に市内に在住（住民基本台帳に記載）して
いる方
・同一世帯において、既にこの補助金の交付を受けていない方

　５万円※１世帯につき補助対象機器いずれか１台
補助金額

・申請書（環境リサイクル課または市ホームページで入手）
・領収書またはレシートの写し
・メーカー保証書の写し
・家電リサイクル券（排出者）控え
・請求書（市指定様式）

必要書類

　６月１０日から１２月２６日（必着）までに、申請書などを郵送で
環境リサイクル課へ
※申込順。予算額に達し次第締め切り（予算を超える日に複数
の申請があった場合は抽選）

申請期間

平常時からの備え�
　「八潮市洪水地震ハザードマップ」には、河川が氾濫した際に
想定される浸水深のほか、避難場所や避難にあたっての注意事項
などを掲載しています。
　避難にあたっては、避難所などへの避難のほか、自宅の２階以
上に避難を行う「垂直避難」も選択肢となります。下の２次元コ
ードから、ご自身の地域の浸水の深さなどを確認し、それらに応
じた避難方法や避難場所を決めておきましょう。

浸水深 家屋浸水の状況

５m以上～１０m未満 ２階の屋根以上が浸水

３m以上～５m未満 一般的な家屋の２階が浸水

０.５m以上～３m未満 一般的な家屋の１階が浸水

０.５m未満 １階の廊下が浸水

八潮市洪水地震
ハザードマップ


